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私
た
ち
の
日
常
生
活
を
と
り
ま
く
、

新
ら
し
い
波
は
い
ろ
い
ろ
な
屈
で
生
活

環
境
に
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
農
村
地
域
で
も
そ
の

例
に
も
れ
ず
、
最
近
は
農
家
、
非
農
家

の
混
住
化
を
は
じ
め
、
農
業
の
経
営
形

体
に
も
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
、
従
来

の
農
村
集
落
共
同
体
的
な
環
境
も
次
第

に
崩
れ
つ
つ
あ
り
、
反
面
、
こ
れ
に
対

応
す
る
新
ら
し
い
地
域
づ
く
り
の
気
運

も
高
ま
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。
神
山
地

区
の
皆
さ
ん
も
神
山
集
洛
環
境
改
善
委

員
会
(
大
賞
隆
会
長
)
を
設
立
し
、
こ

の
間
題
と
積
極
的
に
取
り
組
み
、
環
境

J
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新
入
学
期
を
迎
、
ぇ
、
可
愛
い
幼
稚
園
児
や
小
学
一
年
生
た
ち
が
毎
日
、
元
気
よ
く
通
学

し
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
幼
い
子
供
達
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
、
去
る
4
月
6
臼
か
ら
訪
日
迄
、

春
の
交
通
安
全
運
動
が
全
国
各
地
で
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
の
町
で
も
、
水
戸
地
区
交
通
安
全
協
会
大
洗
支
部
、
大
洗
町
交
通
安
全
母
の
会
、

大
扇
会
、
わ
ん
さ
会
、
大
洗
町
輸
業
組
合
世
帯
、
各
種
間
体
の
方
々
が
こ
の
運
動
に
参
加
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

交
通
喪

茨
城
県
内
で
は
、
す
で
に
自
動
車
運

転
免
許
人
口
が
削
万
人
を
超
え
、
県
民

日
人
に
1
人
が
免
許
を
有
す
る
県
民
皆

免
許
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
車
社
会
時
代
に
、
安
全

で
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
生
活
を
確
保
し
よ

う
と
、
春
の
交
通
安
全
運
動
の
期
間
中

水
戸
地
区
交
通
安
全
協
会
大
洗
支
部

(
小
幡
五
期
支
部
長
)
、
大
洗
町
交
通
安

全
母
の
会
(
木
ノ
本
和
江
会
長
)
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
次
の
事
業
を
行
な
い
ま
し
た
。

関
転

自
転
車
通
学
生
を
事
故
か
ら
守
ろ
、
7

と
、
大
洗
町
輸
業
組
合
(
橘
川
田
造
組

合
長
)
で
は
、
恒
例
事
業
の
自
転
車
整

備
点
検
奉
仕
を
去
る
4
月
日
尽
に
行
な

い
ま
し
た
。

組
合
の
み
な
さ
ん
は
、
町
内
中
学
校

の
自
転
車
置
場
に
出
向
き
、
一
台
一
台
、

ブ
レ
ー
キ
の
点
検
や
各
部
品
の
ゆ
る
み

の
締
付
け
、
規
格
外
不
良
部
品
装
備
率

に
対
す
る
指
摘
、
後
方
反
射
ス
テ
ッ
カ

@ 

血
可
&
喝
匂

守〉

相
欄
審
仕

新
入
学
ま
で
あ
と
わ
ず
か
、
新
入
学

児
童
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
で
は
、
不
安

と
期
待
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
、
っ
。

新
入
学
児
童
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ

う
と
、
大
扇
会
(
関
根
茂
会
長
)
と
、
わ

ん
さ
会
(
白
崎
誠
会
長
)
の
皆
さ
ん
が

今
年
も
カ

i
ブ
・
ミ
ラ
!
の
清
掃
奉
仕

を
去
る
4
月
5
日
に
行
な
い
ま
し
た
。

対
策
事

①
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

4
月
6
臼

②
交
通
安
全
車
輔
パ
レ
ー
ド

4
月
6
日

③
街
頭
立
哨
の
指
導

4
月
6
日
1
日
日

④
老
人
に
対
す
る
安
全
教
脊

4
月
日
日

⑤
交
通
安
全
テ
ン
ト
村
の
笑
施

4
同
月

M
日
1
日
5

備
車
検
に

開
会
員
の
皆
さ
ん
は
、
午
前
8
時
に

役
場
前
に
集
合
し
、
受
持
毘
域
の
指
示

を
受
け
た
あ
と
、
各
自
が
用
意
し
た
用

呉
を
持
っ
て
出
発
、
大
洗
町
全
域
の
カ

ー
ブ
・
ミ
ラ

l
m基
の
清
掃
に
汗
を
流

し
て
い
ま
し
た
。

両
会
員
の
皆
さ
ん
ご
苦
労
さ
ま
で
し

た

'
柳
生
付
う

{土

ー
の
正
し
い
貼

付
け
指
導
等
を

行
な
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、

生
徒
た
ち
の
通

学
時
に
お
け
る

危
険
防
止
に
大

い
に
役
立
つ
こ

と
で
し
ょ
う
。



(2) 

町
民
の
文
化
的
、
芸
術
的
教
養
活
動

の
拠
点
と
し
て
、
あ
る
い
は
、
町
民
の

心
の
中
に
郷
土
意
識
と
連
常
の
強
い
終

を
匙
ら
せ
る
町
民
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
の
大
き
な
役
割

を
も
っ
町
民
セ
ン
タ
ー
(
町
民
会
館
・

漁
村
セ
ン
タ
ー
・
中
央
公
民
館
)
が
投

場
庁
舎
下
の
海
浜
壊
ま
池
一
弘
に
本
年
度
ホ

l
ル
(
客
室
)

か
ら
の
継
続
事
業
と
し
て
建
設
さ
れ
る
舞
台

こ
と
に
な
り
、
去
る
3
月
幻
自
に
町
民
大
会
議
案

会
館
の
起
工
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
集
会
室
兼
リ
ハ
ー
サ
ル
室

町
民
会
舘
は
別
掲
留
の
と
お
り
側
人

P
R
コ
ー
ナ
ー

程
度
の
収
容
能
力
を
も
っ
客
席
と
大
舞
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
l
ル

ム
口
か
ら
な
る
大
ホ
!
ル
を
中
心
に
、
大
・
会
議
室
ロ
ビ

l

小
会
議
、
原
子
力
P
-
R
コ
ー
ナ
ー
、
ロ
休
憩
ロ
ビ
ー

ビ
l
、
喫
茶
室
等
が
設
け
ら
れ
、
来
年
楽
屋
等

5
月
の
完
成
め
ざ
し
て
現
在
槌
音
高
く
管
理
人
室

基
礎
パ
イ
ル
の
打
込
み
作
業
が
行
な
わ
厨
房

れ

て

い

ま

す

。

喫

茶

室

ま
た
、
本
年
5
月

に

は

漁

村

セ

ン

タ

便

所

ー、

9
月
に
は
中
央
公
民
館
と
、
続
々
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー

ぜ
定
年
ヒ

Eぷ
創
出

ρ
刻
印
庁
内
部
設
税
金
銭
掛
川
税
縦
訓
v
f
r
t

一挙
T

一
三
和
謀
議
C

心情九
h

完
尽

rbjw

a
p
J
S繍
園

協

F
釘
噛

d

語
圏
、

第113号島市もあ主審書留昭和56年5月 1日

時

0 悶7の全 着
町民秋体工
民 セ頃 とさ

(会ンに」れ
鉄宮内タなみる
筋 !る 4晶子
コ 施予 イ 本 定
三 設 定的と
; 璽{:i妻宅

二 i 積主 主 J
r ~は六

二一二 二一三五八 t 三昭立
一七六三四七一一二八一七九五九階 立和手
一七 O 六一 O一回 000八 00五建 玉 57L-
mZ m2 m2 mZ m2 m2 m2 m2 m2 m2 m2 m2 m2 mZ mZ 

'-' 九年ペ

ロー

国
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
も
の
が
少
く

あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
現
象
は
、
社
会
の
一
員
と

し
て
連
帯
感
に
欠
け
る
行
為
で
あ
り
、

か
つ
ま
た
、
社
会
生
活
の
平
和
を
乱
す

も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
憲
法
一
ニ
条
も

国
民
は
、
こ
の
憲
法
が
保
障
す
る
自
由

及
び
権
利
郎
ち
基
本
的
人
権
を
滋
用
し

で
は
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
常
に
公

共
の
福
祉
の
た
め
に
こ
れ
を
利
用
す
る

責
任
を
負
う
。
と
し
て
基
本
的
人
権
の

注
用
を
禁
じ
、
世
界
人
権
宣
言
第
二
九

条
第
二
項
も
、
何
人
も
、
そ
の
権
利
及
び

自
由
を
行
使
す
る
に
当
っ
て
は
、
他
人
の

権
利
及
び
自
由
の
妥
当
な
承
認
及
び
尊

重
を
保
障
す
る
こ
与
を
求
め
て
い
ま
す
。

こ
の
憲
法
週
間
に
あ
た
っ
て
、
自
己

の
権
利
を
、
支
張
す
る
と
き
、
同
時
に
、

相
手
の
立
場
を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て

人
と
人
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
、
社
会

生
活
を
楽
し
く
平
和
に
、
そ
し
て
豊
か

な
人
間
関
係
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

子

空
調
機
械
室

映
写
室
・
倉
庫
・
道
路

O
漁
村
セ
ン
タ
ー

(
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
2
階
建
)

五
O
O
U

町民センター配置図

憲
法
施
行
を
記
念
し
て
、
五
月
一
日

か
ら
七
日
ま
で
を
憲
法
週
間
と
定
め
、

閣
の
機
関
で
は
、
基
本
的
人
権
思
想
の

普
及
高
揚
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

日
本
国
憲
法
が
施
行
さ
れ
て
三
十
有

余
年
を
経
過
し
た
今
回
、
国
民
の
間
に

は
急
速
に
そ
の
基
本
的
人
権
の
思
想
が

浸
透
し
、
自
己
の
立
場
を
擁
護
す
る
権

利
意
識
は
著
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
人
権
擁
護
機
関
の
取

り
扱
っ
た
人
権
侵
犯
事
件
の
動
向
を
見

ま
す
と
、
自
己
の
社
会
的
地
位
、
経
済

カ
あ
る
い
は
暴
力
に
基
づ
く
有
形
・
無

形
の
圧
迫
に
よ
っ
て
、
相
手
に
対
し
て

義
務
の
な
い
こ
と
を
行
な
わ
せ
た
り
、

あ
る
い
は
権
利
の
行
使
を
妨
害
す
る
な

ど
各
種
の
人
権
侵
犯
事
件
が
年
々
増
加

す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

れ
ら
の
事
件
の
う
ち
に
は
、
自
己
の
権

利
の
み
を
主
張
す
る
あ
ま
り
、
他
人
の

基
本
的
人
権
を
も
尊
重
す
べ
き
こ
と
を

失
念
な
い
し
軽
視
し
て
い
る
こ
と
に
原
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指
示
代
名
詞
は
使
わ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

方
角
や
場
所
を
教
、
え
て
あ
げ
る
と

道
怠
ど
を
闘
か
れ
足
場
合

マ
こ
れ
、
そ
れ
、
あ
れ
:
:
:
な
ど
の

自笠亙亘冨区董互画

磯
浜
小
学
校
へ
撞
帰
国
府
と
し
て
使

用
し
て
下
さ
い
と
寄
蹄
さ
れ
ま
し
た
。

金

壱
拾
篤
円
也

大
洗
町
磯
浜
町
八
一斉

田

一ー一一六

耕
治
殿

標
記
金
額
を
亡
父
の
遺
志
に
よ

り
消
防
施
設
費
の
一
部
と
し
て
使

用
し
て
頂
き
た
い
と
、
町
に
寄
附

さ
れ
ま
し
た
。

一
、
バ
ケ
ツ
別
個

大
洗
町

東
宏
会
代
表

鴨
川
一
成
殿

(
会
員
部
名
)

春
の
彼
岸
を
迎
、
ぇ
、
東
宏
会
で

は
社
会
奉
仕
の
一
環
と
し
て
、
町

内
六
墓
地
の
備
、
ぇ
付
け
墓
参
用
バ

ケ
ツ
を
町
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
雑
布
百
枚

水
戸
市
文
化
福
祉
会
内

白
百
合
会
代
表
伊
勢
山
信
江
殿

大洗駅に停車している電車

〔
町
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ
〕

⑬ 

洗
室電

大
洗
町
は
、
南
側
が
鹿
島
郡
と
陸
つ
づ
き
で
あ
る
以
外
は
、
太
平
洋
と
那
珂

川
・
湖
沼
川
に
か
こ
ま
れ
た
孤
島
的
存
在
で
あ
る
。
考
え
方
に
よ
っ
て
は
、
鹿

島
半
島
の
北
端
に
あ
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
当
地
の
人
ぴ
と

は
古
く
か
ら
他
地
域
と
の
交
通
を
維
持
す
る
こ
と
に
熱
心
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

明
治
二

0
年
代
ま
で
は
、
日
本
全
体
が
足
に
頼
る
だ
け
の
単
純
な
道
路
と
、
河

川
中
心
の
水
上
交
通
だ
け
で
あ
っ
た
か
ら
、
同
じ
条
件
に
あ
っ
た
た
め
別
に
問

題
は
な
か
っ
た
。
い
や
、
水
上
交
通
に
関
し
て
だ
け
見
れ
ば
、
他
の
土
地
よ
り

も
有
利
な
位
震
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

各
種
の
鉄
道
計
画

明
治
一
一
二
年
に
水
戸
と
小
山
の
間
に
鉄
道
が
開
通
、
そ
れ
が
平
ま
で
延
長
と

い
う
時
代
に
な
っ
て
、
古
く
か
ら
発
展
し
て
い
た
一
平
磯
・
湊
・
磯
浜
の
三
浜
地

帯
は
、
そ
の
路
線
に
接
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
、
文
化
や
経
済
面
で
世
の

動
き
か
ら
遅
れ
だ
し
た
。
そ
の
た
め
、
三
浜
地
管
経
済
カ
の
再
開
発
に
、
明
治

一一一、四

0
年
代
に
は
当
地
内
外
の
人
び
と
に
よ
っ
て
、
近
代
交
通
機
関
で
あ
る

鉄
道
敷
設
の
計
画
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
い
く
つ
か
は
実
際
に
着
工
さ
れ
た
が
、

資
本
と
技
術
の
商
か
ら
完
成
す
る
も
の
は
な
か
っ
た
。

初
期
の
も
の
に
は
、
水
戸
か
ら
湊
、
そ
し
て
磯
浜
に
と
い
う
路
線
案
の
「
水

浜
電
気
鉄
道
株
式
会
社
」
、
水
戸
か
ら
磯
浜
と
い
う
路
線
案
の
「
水
戸
電
車
軌
道

株
式
会
社
」
「
水
戸
水
力
電
気
株
式
会
社
」
「
水
一
戸
海
岸
鉄
道
株
式
会
社
」
「
水
戸

電
気
鉄
道
株
式
会
社
」
な
ど
が
競
争
で
出
願
し
て
い
る
。

そ
の
の
ち
、
明
治
四
四
年
「
水
磯
鉄
道
」
が
計
画
さ
れ
、
大
正
万
年
に
は
水

一
戸
と
磯
浜
・
祝
釘
聞
と
い
う
「
水
磯
電
鉄
」
計
画
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
国
に

敷
設
申
請
を
出
し
た
だ
け
に
な
っ
た
。
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手づく与の

も百も議う毒事お

会
員
の
皆
さ
ん
が
一
体
と
な
っ
て
奉
仕

し
製
作
し
た
も
の
で
す
。

出
来
上
っ
た
ポ
ス
ト
は
卒
速
、
磯
小

グ
ラ
ン
ド
に
運
ぼ
れ
設
置
さ
れ
ま
し
た

が
、
新
友
会
の
皆
さ
ん
の
心
の
こ
も
っ

た
暖
か
い
贈
り
物
に
、
サ
ッ
カ
ー
少
年

間
の
良
い
子
た
ち
も
一
一
層
熱
の
こ
も
っ

た
練
習
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

ト
晶
、
っ
'o

故
鬼
沢
弥
市
氏

勲
六
等
に
叙
持
団
品
、
れ
る

去
る
1
月
初
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
、

前
大
洗
町
議
会
議
員
鬼
沢
弥
市
側
さ

ん
に
向
日
付
で
勲
六
等
旭
日
章
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

鬼
沢
さ
ん
は
昭
和

n年
、
旧
大
賞

町
議
会
議
員
に
当
選
さ
れ
て
以
来
、

昭
和
弘
年
日
月
2
8
、
任
期
満
了
に

第113号(3) 

よ
り
大
洗
町
議
会
議
員
を
退
職
さ
れ

る
ま
で
の
問
、

5
期
初
年
の
長
き
に

一
回
一
り
議
会
に
議
席
を
有
し
、
そ
の
問
、

教
育
民
生
常
任
副
委
員
長
を
は
じ

め
、
港
湾
・
原
子
力
各
特
別
委
員
、

水
戸
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
、

議
員
等
、
行
政
全
般
に
わ
た
る
要
職

を
歴
任
さ
れ
、
町
発
展
の
た
め
尽
さ

れ
て
い
ま
す
。
他
方
、
昭
和
伍
年
か

ら
昭
和
弘
年
に
至
る
、

3
期
9
年
の

問
、
大
洗
町
農
業
委
員
会
委
員
を
努

め
ら
れ
る
な
ど
、
地
方
自
治
の
推
進

に
大
き
な
足
跡
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
永
年
に
わ
た
る
御
功
績
が
今

屈
の
叙
勲
の
対
象
と
な
っ
た
も
の

で
す
。

新
入
学
児
童
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

満
開
の
桜
の
木
の
下
を
、
可
愛
い
小

学
校
の
新
入
生
た
ち
が
元
気
良
く
通
学

し
て
い
る
姿
は
毎
年
み
ら
れ
る
光
景
で

す
が
、
何
時
み
て
も
楽
し
く
愛
ら
し
い

も
の
で
す
。
ご
父
母
の
皆
さ
ん
も
さ
ぞ

お
喜
び
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

町
で
は
、
こ
れ
ら
良
い
子
た
ち
が
楽

し
く
学
び
、
立
派
に
成
長
す
る
よ
う
、

教
育
環
境
の
整
備
や
教
育
内
容
の
充
実

に
カ
を
そ
そ
い
で
い
ま
す
が
、
更
に
本

年
度
か
ら
、
ご
父
兄
の
負
担
を
少
し
で

も
軽
減
化
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
当

町
小
学
校
全
入
学
児
童
(
抗
名
)
に
、

上
履
シ
ュ
ー
ズ
と
黄
色
い
洋
傘
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
共
済
農

業
協
同
組
合
で
も
大
洗
町
農
業
協
同
組

合
(
杉
山
晴
茂
組
合
長
)
を
通
じ
て
、

当
町
新
入
児
童
に
黄
色
い
暢
子
を
贈
り

交
通
安
全
に
一
役
か
っ
て
い
ま
す
。

黄
色
い
帽
子
に
黄
色
の
洋
傘
で
、
時

れ
の
日
も
雨
の
日
も
毎
日
元
気
に
通
学

す
る
新
入
生
を
、
皆
さ
ん
も
あ
た
た
か

い
目
で
見
守
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

東
光
台
の
明
治
記
念
館
!
大
洗
ゴ
ル

フ
場
に
至
る
釘
道
(
磯
浜
口
号
線
)
に

間
山
本
の
桜
の
苗
木
が
人
知
れ
ず
植
樹
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

観
光
の
メ
イ
ン
道
路
で
も
あ
る
こ
の

道
を
、
さ
き
ゆ
き
桜
並
木
で
飾
ろ
っ
と
、

楽
し
い
夢
を
画
き
な
が
ら
汗
を
流
さ
れ

る
善
意
の
人
は
東
光
台
に
住
む
飯
田
薬

さ
ん
、
苗
木
は
勿
論
支
柱
材
の
購
入
か

ら
植
え
込
み
労
力
ま
で
総
て
が
独
力
、

以
前
か
ら
自
宅
前
の
河
町
道
の
清
掃
美

化
に
は
積
緩
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

2
月
に
も
桜
の
テ
ン
グ
ス
病
の
伐
採

や
、
草
む
し
り
な
ど
を
行
な
っ
て
お
り

ま
す
。町

民
の
ひ
と
り
一
人
の
心
が
け
が
、

良
い
観
光
地
を
つ
く
る
条
件
と
の
持
論

で
、
今
ま
で
に
も
い
ろ
い
ろ
と
泰
仕
活

動
を
続
け
て
き
た
飯
尽
き
ん
、
何
年
か

後
に
満
開
の
桜
で
春
を
呼
ぶ
こ
の
道
に

夢
を
託
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

行
政
相
談
委
員

小
招
吉
夫
氏
就
任

こ
の
た
び
、
当
町
担
当
の
行
政
相
談

委
員
と
し
て
小
沼
吉
夫
氏
が
、
行
政
管

理
庁
長
官
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
委
員
は
、
国
の
行
政
全
般

に
つ
い
て
皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
苦
情
や

要
襲
意
見
な
ど
を
開
い
て
、
そ
の
改
善

を
図
る
こ
と
を
任
務
と
し
て
お
り
ま
す
。

小
沼
土
口
夫
行
政
相
談
委
員
は
、
磯
浜

町
間
番
地
に
お
住
い
で
電
話
は
⑦
2
3

0
4
番
で
す
。

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て

こ
の
た
び
、
大
洗
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
(
サ
ッ
カ
ー
少
年
団
)
に
、
新
町
の

新
友
会
(
鈴
木
唯
之
代
表
)
よ
り
、
「
サ

ッ
カ
ー
・
ゴ

i
ル
ポ
ス
ト
」
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

新
友
会
は
日
頃
、
奉
仕
活
動
や
ス
ポ

ー
ツ
を
通
じ
て
地
域
社
会
に
賞
献
し
て

い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
が
、
ゴ
ー
ル
ポ
ス

ト
を
持
た
な
い
サ
ッ
カ
ー
少
年
団
の
練

習
風
景
を
見
て
そ
の
必
要
性
を
痛
感
し
、

。
テ
キ
パ
キ
や
っ
て
も
ら
え
な
い

O
不
親
切
な
扱
い
を
、
つ
け
た

。
納
得
で
き
な
い

@
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

O
こ
う
し
て
ほ
し
い

な
ど
の
苦
情
や
相
談
や
意
見
を
お
持

ち
の
方
は
、
気
軽
に
お
申
出
て
下
さ
い
。

取
扱
い
は
無
料
で
す
し
、
自
分
の
名

前
を
秘
密
に
さ
れ
た
い
方
は
御
希
望
に

そ
う
よ
う
取
扱
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。

同
国
民
年
金
〈
老
齢
@
通
算

老
齢
年
金
者
除
く
)
の

醐
概
況
舗
に
つ
い
て

由
民
年
金
の
際
答
年
金
・
母
子
(
準

母
子
)
年
金
・
遺
児
年
金
・
寡
婦
年
金
を

受
け
て
い
る
み
な
さ
ん
、
五
月
三
十
一
日

ま
で
に
、
現
況
屈
を
出
し
ま
し
ょ
う
。

現
在
、
国
民
年
金
の
障
害
年
金
・
母

子
(
準
母
子
)
年
金
・
遺
児
年
金
・
寡

婦
年
金
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎
年
、

五
月
三
十
一
日
ま
で
に
「
由
民
年
金
受

給
権
者
現
況
届
」
を
、
役
場
年
金
係
を

通
じ
て
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

こ
の
現
況
屈
は
、
年
金
を
受
け
て
い

る
あ
な
た
や
家
族
の
生
存
・
身
分
・
居

住
な
ど
の
状
態
に
つ
い
て
、
変
更
が
な

い
か
ど
う
か
確
か
め
て
、
あ
な
た
が
引

き
続
い
て
年
金
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
た
め
の
大
切
な
履
け
な
の
で
す
。

も
し
、
あ
な
た
が
現
況
屈
を
遅
れ
た

り
、
忘
れ
た
り
し
ま
す
と
、
あ
な
た
の

年
金
の
支
払
が
一
時
差
し
止
め
ら
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
現
況

腐
は
、
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
忘
れ
ず

に
提
出
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
去
年
の
六
月
一
日
以
後
に
、

新
ら
た
に
年
金
の
支
給
が
決
定
し
た
方

や
、
年
金
の
支
給
停
止
が
解
除
さ
れ
た

方
な
ど
は
、
そ
の
と
き
に
確
認
を
受
け

て
い
ま
す
の
で
、
今
回
は
、
現
況
屈
を

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
の
保
険
料
の

第
一
期
分
の

納
付
期
限
は
(
6
月
1
g
)
で
す
。

ま
だ
、
納
め
て
い
な
い
方
は
、
日
十
め

に
納
め
ま
し
ょ
う
。

動
力
炉
・
核
燃
料
開
発
事
業
団
大
洗

工
学
セ
ン
タ
ー
(
大
洗
町
成
田
町
四
、

0

0
ニ
)
に
あ
る
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
は

昭
和
田
年
4
月
の
臨
界
以
後
、
昭
和
日

年
7
月
に
は
熱
出
力
5
万
剛
、
同
日
年

7
月
に
は
日
万
附
と
出
力
上
昇
を
行
な

い
、
段
階
的
に
試
験
及
び
運
転
を
続
け 動

撚
@
大
洗
工
学
セ
ン
タ

i

て
き
ま
し
た
が
昭
和
田
年
4
月
口
日
午

前
5
時
泊
分
に
、
通
算
運
転
時
間
一

O
、

0
0
0時
間
に
到
達
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
原
子
炉
は
順
調
に
運
転
さ

れ
、
燃
料
破
損
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
リ
l
ク

等
の
原
子
炉
に
係
る
事
故
・
ト
ラ
ブ
ル

も
、
ま
た
人
身
事
故
も
一
一
切
な
く
、
所

期
の
成
果
が
得
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
「
常
陽
」
の
経
験
は
、

向
事
業
団
が
次
に
建
設
を
計
画
し
て
い

る
原
型
炉
「
も
ん
じ
ゅ
」
を
は
じ
め
と

し
、
我
が
国
の
高
速
増
殖
炉
の
開
発
に

大
い
に
役
立
つ
も
の
で
す
。

今
後
、
「
常
陽
」
は
本
年
末
ま
で
、

日
万
仰
で
運
転
を
行
な
っ
た
後
、
炉
心

構
成
機
器
の
交
換
等
、
照
射
用
炉
心
移

行
作
業
を
開
始
し
、
昭
和
町
年
度
末
に

は
熱
出
カ
叩
万
剛
用
の
炉
心
を
臨
界
に

至
ら
し
め
、
高
速
増
殖
炉
の
燃
料
、
材

料
等
の
照
射
施
設
と
し
て
利
用
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

水
浜
電
車

大
正
一

O
年
八
月
、
水
戸
の
弘
道
館
で
「
水
一
戸
海
浜
電
車
株
式
会
社
」
の
設

立
総
会
が
開
か
れ
、
社
長
に
竹
内
権
兵
衛
、
専
務
に
弟
の
竹
内
勇
之
助
が
選
出

さ
れ
た
。
こ
の
総
会
は
、
開
九
年
十
四
月
、
貴
族
院
議
員
ま
で
や
っ
た
権
兵
衛
が
、

水
戸
と
磯
浜
間
の
「
水
戸
海
浜
電
気
軌
道
株
式
会
社
」
と
し
て
設
立
・
敷
設
の

申
請
を
し
、
同
八
月
鉄
道
・
内
務
両
大
佳
か
ら
許
可
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
っ
た
。

こ
の
計
画
は
、
強
力
な
経
営
陣
や
地
域
民
の
願
望
を
背
景
、
に
し
て
い
た
た
め
、

同
一
一
年
一
二
月
ニ
八
日
に
は
浜
田
(
水
一
戸
市
)
と
磯
浜
間
(
八
・
七
キ
ロ
)
に

軌
道
敷
設
の
工
事
が
完
成
し
、
開
通
し
て
い
る
。
つ
づ
い
て
一
五
年
二
一
月
一
四

日
に
祝
町
ま
で
四
・
二
キ
ロ
、
昭
和
二
年
二
月
三
日
に
は
海
門
橋
ま
で

0
・六

キ
ロ
が
、
同
五
年
一
一
月
二
二
日
に
は
海
門
橋
を
利
用
し
て
湊
の
辰
の
口
ま
で

(
0
・
四
キ
ロ
)
延
長
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
当
地
の
人
び
と
に
は
利
用
価
値
が

あ
っ
て
、
「
水
浜
電
車
」
と
愛
称
さ
れ
た
。

町
内
で
の
停
留
所
は
、
磯
浜
・
大
賞
・
曲
り
松
・
仲
町
・
来
光
台
・
大
洗
・
祝
釘
に

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
土
地
に
あ
っ
た
雰
酉
気
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
会
社
は
、

「
電
車
遊
浜
会
」
と
称
し
て
当
海
岸
地
帯
を
宣
伝
し
た
の
で
、
海
水
浴
客
と
観

光
客
の
増
加
を
も
た
ら
し
、
漁
業
以
外
の
収
入
が
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和
一
一
一
一
年
六
月
二
八
日
に
は
、
那
珂
川
の
洪
水
で
海
門
矯
が
流
さ
れ
、
祝

町
と
湊
の
間
の
路
線
は
な
く
な
っ
た
。

そ
の
の
ち
、
湊
鉄
道
を
買
収
す
る
な
ど
一
ニ
浜
地
帯
の
交
通
網
を
独
占
し
、
昭

和
一
九
年
に
は
「
茨
城
交
通
株
式
会
社
」
に
と
成
長
し
た
。
た
だ
、
世
の
中
が

自
動
車
交
通
時
代
と
な
り
、
聞
社
も
パ
ス
営
業
を
主
と
す
る
主
つ
に
な
り
、
「
電

車
部
門
」
の
赤
字
が
大
き
く
な
っ
て
、
昭
和
四
一
年
六
月
軌
道
を
廃
止
し
て
し

ま
っ
た
。鹿

富
軌
道

鉾
田
と
の
交
通
は
、
大
正
八
年
ご
ろ
水
戸
の
本
橋
自
動
車
商
会
が
パ
ス
で
水

戸
・
大
賞
・
鉾
悶
を
結
ん
で
い
た
が
、
鉄
道
と
し
て
は
資
本
金
五
O
万
円
で
大

正一

O
年一

O
月
設
立
さ
れ
た
鹿
島
軌
道
株
式
会
社
(
本
社
鉾
田
町
)
が
あ
っ
た
。

軌
道
と
は
、
軌
道
法
に
よ
り
道
路
上
に
レ

i
ル
を
敷
設
で
、
動
力
の
制
限
も

な
く
、
低
速
で
、
小
型
の
車
両
の
鉄
道
を
い
い
、
一
種
の
軽
便
鉄
道
で
あ
る
。

鹿
島
軌
道
の
社
長
は
、
水
浜
電
車
と
同
じ
竹
内
権
兵
衛
で
、
竹
内
一
族
が
経
営

に
参
画
し
て
い
た
。

こ
の
軌
道
は
、
大
正
一
三
年
五
月
二

O
B
、
鉾
田
と
子
生
の
問
、
七
キ
ロ
を

県
道
に
そ
っ
て
ニ
フ
ィ
ー
ト
六
イ
ン
チ
(
七
六
二
ミ
リ
)
の
巾
で
敷
設
し
、
開

通
さ
せ
た
。
こ
の
と
き
車
両
は
、
ガ
ソ
リ
ン
機
関
車
一
一
冊
、
答
率
二
両
(
定
員

四
二
名
)
、
貨
車
六
両
で
あ
っ
た
。
間
一
五
年
六
月
一
八
臼
に
は
、
子
生
か
ら

大
貫
の
前
原
山
ま
で
海
岸
の
台
地
上
を
専
用
軌
道
で
一

0
・
四
キ
ロ
延
長
さ
れ

た
。
そ
の
間
に
駅
は
成
田
・
夏
海
・
大
貫
と
あ
り
、
海
岸
地
帯
の
人
び
と
に
は

便
利
で
あ
っ
た
。
が
、
始
発
駅
の
鉾
田
と
終
点
駅
の
大
賞
が
と
も
に
市
街
地
の

外
に
あ
っ
た
こ
と
、
パ
ス
が
市
街
地
か
ら
乗
車
で
き
た
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、

客
が
集
ま
ら
ず
全
体
的
に
は
営
業
は
不
振
で
あ
っ
た
。
市
街
地
に
停
寝
場
が
で

き
な
か
っ
た
の
は
、
動
力
が
弱
く
台
地
を
登
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
や
、

道
路
の
幅
が
せ
ま
く
て
軌
道
が
敷
設
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
条
件
と
昭
和
の
不
景
気
に
よ
っ
て
、
五
年
後
の
昭
和
五
年
五
月
に

鹿
島
軌
道
株
式
会
社
は
倒
産
し
、
同
八
年
ご
ろ
に
は
軌
道
も
撤
去
し
て
し
ま
っ

た
。
ま
た
、
本
橋
自
動
箪
は
、
昭
和
七
年
水
浜
電
車
に
買
収
さ
れ
、
大
水
戸
自

動
車
と
改
称
し
、
の
ち
に
は
水
浜
霞
事
自
動
車
部
と
な
っ
た
。

i工

原

忠

日程

大
洗
町
史
編
さ
ん
委
員
長
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開
鴎
・
輔
の
営
業
許
可
の

噛
a

鵠
開
受
付
に
つ
い
て

季
節
的
宿
泊
施
設
(
民
宿
)
の
営
業

許
可
の
申
譲
受
付
を
左
記
の
と
お
り
行

な
い
ま
す
。

戸
U

司会云
M

1

日

時

吋

昭
和
田
年
5
R
8
B
(
金
)

午
前
9
時
却
分
1
午
後
3
時

2

場

所

那
珂
湊
保
健
所
・
講
堂

3

申
請
に
必
要
な
も
の

旅
館
業
及
ぴ
食
品
営
業
許
可
申
請

書
類
一
式
、
印
鑑
、
筆
記
用
具
、
手

数
料
二
六
、
一
一
一
O

O
向
)

4

特
記
事
項

す
で
に
飲
食
庖
営
業
の
許
可
を
受

け
て
い
る
方
、
そ
の
許
可
施
設
を
使

用
し
て
、
宿
泊
者
に
支
障
な
く
飲
食

物
の
提
供
が
出
来
る
場
合
は
、
飲
食

腐
営
業
(
季
節
)
の
許
可
申
請
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

5

そ
の
他

①
申
請
は
涼
別
と
し
て
、
本
人
又

は
家
族
の
者
が
行
う
苧
」
と
。

②
申
請
書
類
は
大
洗
民
宿
組
合
長

飯
田
薫
氏
(
東
光
苑
)
宅
に
あ
り

ま
す
。

茨
城
県
那
珂
湊
保
健
所

愛
犬
家
の
み
な
さ
ま
へ

狂
犬
占
病
予
隣
注
射
攻
、
ひ

登
録
の
実
施
に
つ
い
て

別
紙
日
程
表
の
と
お
り
実
施
い
た
し

ま
す
の
で
、
貴
所
有
犬
に
つ
い
て
遺
漏

の
な
い
よ
う
に
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

尚
、
当
日
予
防
注
射
を
受
け
る
際
、

犬
に
異
常
の
あ
る
場
合
は
、
必
ず
獣
医

先
生
に
申
し
出
て
下
さ
い
。

料

金

注

射

料

金

一

、

七

O
O
円

注
射
済
禁
交
付
手
数
料
一
二
O
O円

登

録

手

数

料

二

、

0
0
0円

計

四

、

0
0
0円

期

場

所

祝
町
曲
目
屋
商
庖
前

松

ケ

丘

住

宅

前

開

明

治

記

念

館

前

大

洗

第

一

鳥

居

前

港
湾
入
ロ
漁
具
倉
庫
前

西

福

寺

前

出

松

公

民

館

前

古
関
屋
、
調
活
下
海
岸

新
町
松
屋
米
癌
倉
庫
前

永
町
小
松
崎
米
菓
宿
前

髭

釜

道

祖

神

前

篠

原

病

院

入

口

亀

山

鮮

魚

庖

脇

三

夜

尊

前

大

賞

小

学

校

前

美

家

古

美

容

院

前

大
賞
青
年
研
修
所
前

角

一

諏

訪

神

社

前

前

原

住

宅

神

山

公

民

館

前

夏

海

農

協

前

松

川

公

民

館

前

松

川

岡

野

溜

庭

前

成

田

大

谷

勝

美

宅

日

時

;(jHH:211:112:j川

5月18B 

午
前

開)

午
後

5月19日

(刈

午
斗
別

午
後

5 !'l20臼

午
前

かぬ

午
後

午斗刷出

5月21日

かね

午
後

午
前

5月22日

主制

午
後

他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
犬
は
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

昭
和
田
年
度
(
前
期
)
消
防
設
備
士
指
定

講
習
会
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

第

3
種

土
浦
・
石
同
地
方
社
会

教
育
セ
ン
タ
ー
会
議
室

s
m・6
・m日
開
問

5
日・
7
・
4
出

講
習
区
分

講

場

受
付
期
間

s
m
・6
・ロ凶回

s
m
・8
・叩出凶附

習

時

講

習

所

疋三

員

日

第

2
稜

第

3
穫

s
m
・
7
・
U
(
火
)

山
川

2
.

∞1
問

4

・
m

s
m
・
7
・
初
(
月
)

印
刷

9

一∞
i
M
m
4
・
日
山

5
%
・
7
・
お
(
木
)

M
柄
、
フ
ハ
U
1
h
l
M例

4
K

ハU

A
M
H
4

‘
・
ハ
U

P

$

4

q

u

s
m
7
・
出
(
金
)

M
m
3
J
-
A
υ
ー

l
M
m
g
t
e

ハυ

A
M
U

《
、
ハ
u
t
i
p
i
d
-
q
u

茨
城
県
立
県
民
文
化

セ

ン

タ

会

議

室

150人

第

3
種

水
戸
市
民
会
館
会
議
室

昭
和
国
年
度
第
|
回
危
険
物
取
扱
者
試
験
(
乙
種
全
類
・

丙
種
)
の
準
備
講
習
会
の
開
催
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

AlI 5 ~ 日 All6水
講9月立 9月戸

26喜 83 習OOBC 00日〕

月PM27 PM 9 
4自 4自

日

。。 。。

日県 水茨
立中 戸城

市会 小企 市来
梅農

瀬業 香協 場
置I福 1会
4 祉 i銭
!セ

1 _ 

9 ン 1 4 
!タ 4 s皆
13 I 

会大

議室

所

※
開
会
せ
先
一
大
洗
町
消
妨
本
部
予
防
係

T
E
L
6
|』

1
1
1
9

茨城県最低賃金・産業別最依賃金一覧表
茨城労働基準局・学働基準監督署

公 金額

軽作業者働者

手作業による選別、洗帯、度むさ、柏晶的、袋詰的、
包装、結束、魚介掛町内臓取出し、性出し Xは運搬、
前同片付け等の軽易な法務に主として従事する辛苦
については、 182，743円(時間割343円)

和 装 担 品 世 造 業 に 揺 る者のうち、手口服叫場内業
務に係る控能背持中向者であって、会缶詰業務に提
事した期間が通算して 2年 未 満 の も の 及 び 手 作 業
による述捕、選別、清掃、片付け等の軽易な業語
に 主 と し て 従 'J):す る 者 については、 1日 2，743円
("与r.tJ'fin343p:j) 

盟品若しくは雌付の結末、庄むき、袋詰め又は
出 掃 、 片 付 け 等 の 蛙 易 な業務に主として従半する
者については、 1H2.743円(時間観343同〉

紙製在器製泣業に係る業輔のヲち、手作業によ
る紙はり、はり合わせ柏町型造的業精及び手作業
による運搬、選別、出制 片付け等の特易な業務
に iミとして従事する者については、 1日 2，743円
(時間制343円)

解臨め業務に主として従事する者、清掃、片付
け、袋はリ、荷札付け等的軽易な業務に:士として
従 半 す る 者 及 びM入れ桂 6 月未満の技能習押中内
者については、 1日2，743円(時間割343円)

笠 間 焼 の 担 造 に 閲 す る知識及び技能的習得を目
的 と し て 嗣 描 器 の 型 遣 の業務に従事する者であっ
て、所定労働時間内に当 品 事 業 喝 の 設 備 及 び 材 料
を 用 い て 自 己 の た め の 研究を行うことが認められ
ているもの、陶磁器内世造に係る業務のうち、上
薬かけ、直.，、き円業時に主として従事する者及び
手 作 業 に よ る 辺 縄 、 j汚名}、片付け等円程易な業時
に主として従併する者に つ い て は 、 1日 2，743円
(時間相343円)

子作業による製品的地 市 ノ〈リ取り、~装Xは
市 捕 、 バ 付 け 等 の 軽 易 企業務に主として従事する
者 及 び 屈 入 れ 桂 6月米閥的投能習得中向者につい
ては、 1臼 2，743円(時 間 商343円)

{且

働者

【 ι 時間胡
~ 時 間 給 労 働 者 )

一 -2・74:3阿 343阿
55.9.30合、勺

3.055阿 I 382肉

55.12.20カ、勺

378阿

En 

長
。

一
品
同
凶

ら
一
明
日
甲
ら

、
一
、

カ

一

カ

o

h

O

 

2

「
2

2

一

2

5
一

河

5

5
一円日間

5

二む
一

1;
 

一

q
M

393問

3.1認。伺 I 390"， 

55.12.20カ、ら

394阿

3.020阿

3.150阿

3.155"， 

茨城県童料品製造措
置低賃金

京 城 県 最 低 賞 金

京 城 県 融 維 産 措
置偉覧会

京 城 県 木 材 ー 木 製 品
寧 具 装備品
製 造 謹 最 器 資 金

岩 城 県 パ ル プ ー 紙
紙 加 工 品 製 造 諜
畳 抵 質 金

京雄県出服印刷ー
間 関 連 産 聾 最 位 置 金

安城県需諜土石製
品製造措置器質金

最抵抗金同組組

民“》

の

土
地
の
価
格
は
、
経
済
的
、
社
会
的

諸
条
件
に
よ
っ
て
変
動
し
ま
す
が
、
一

般
の
方
々
は
、
土
地
の
取
引
に
つ
い
て

指
標
と
な
る
べ
く
適
正
な
価
格
が
わ
か

ら
ず
、
ま
よ
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

大
洗
水
族
館
は
中
学
生
以
下
の
児
棄
は
入
場
無
料
と
な
り
ま
す
。

O

「
金
魚
す
く
い
大
会
」
は
イ
ル
カ
シ
ョ
ウ
を
中
心
と
し
た
水

族
館
増
築
工
事
中

(
7
月
幻
自
オ
ー
プ
ン
)
の
た
め
中
止
い

た
し
ま
す
。

海

の

ど

も

の

国

(
T
E
L
7
1
5
1
5
1
)
 

ま寵

こ
の
様
な
持
に
は
、
地
価
公
示
制
度

を
御
利
用
い
た
だ
き
、
適
正
な
土
地
の

取
引
が
出
来
る
様
ご
利
用
下
さ
い
。

地
価
公
示
制
度
に
つ
い
て
は
、
役
場

都
市
計
画
課
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

T
B
L
⑦
5
1
1
1
内
線
日
・
幻

お
友
達
や
身
近
な
人
へ
お
便
り
を

手
紙
は
人
の
心
と
心
の
ふ
れ
あ
い
を

深
め
る
温
か
い
贈
物
で
す
。

今
年
新
た
に
進
学
や
就
職
さ
れ
た
方

も
、
よ
う
や
く
新
し
い
生
活
環
境
に
慣

れ
た
こ
と
と
患
い
ま
す
。
こ
の
時
期
に
、

是
非
、
ご
家
族
の
方
、
恩
師
、
お
友
達

な
ど
へ
近
況
報
告
を
兼
ね
た
お
便
り
を

出
し
ま
し
ょ
う
。
ご
家
族
や
お
友
達
な

55.12.20カ、ら

位 食 屈 に 届 用 さ れ る 者及び出捕、片付け等の睦

易 な 業 務 に 主 と し て 従 事する者については、 1 日

2，743円 { 時 間 額343円)

表城県櫨械ー金属製
品 等 製 造 諜 及 び 禽 動
車繋構嘩最低賃金

卸売諜

3.140阿 t 392河

55.12.20カ‘ら

3.150阿 I393"， 

55.12.20カ、ら

京 城 県 卸 売 瞳 ・ 小 売

諜 最 低 鐙 金 ! 小 売 諜

3.060河 I383"， 

55.12.20カ、ら-I 4.350持
拡諜|
罰) I (坑肉体難者)

155.2 .15カ、ら

技 1 批侃託金には (1)梢皆助手当、通勤手当、京佐手当 ( 副 賞 与 、 期 末 手 当など臨時に支払われる託金
(3) 1ヵ月を超えるごとに支払われる仕念 品)時間件、休日、深夜労働に対する割増託金は算入されません。

2. 時 間 給 労 働 者 」 と は 、 託 金 町 大 部 分 が 時 間 に よ っ て 定 め ら れ て い る 者 を いいます。
詳 細 に つ い て は 、 京 城 労 働 基 準 局 賃 金 課 ( 電 話0292刷 6215) 又は最寄りの労働基 準 弦 督 率 に お 問 い 合 わ せ
下さい。

金腐

{全

ど
か
ら
、
進
学
、
就
職
さ
れ
た
方
へ
の

励
ま
し
の
手
紙
も
喜
ば
れ
ま
す
。

ま
た
、
五
月
の
第
二
日
曜
日
(
五
月

十
日
)
は
母
の
口
u
で
す
。
離
れ
て
暮
ら

し
て
い
る
お
母
さ
ん
へ
、
臼
ご
ろ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
手
紙
に
託
し
て
贈
り
ま

1

レト晶、「ノ。

大
洗
郵
便
局

舎
用
の
一
ア
レ
ピ
匹
報

県
広
報
テ
レ
ビ
番
組
「
お
は
よ
う
茨
城
」

は
、
県
政
と
お
茶
の
間
を
結
ぶ
チ
ャ
ン

ネ
ル
で
す
。
毎
週
日
曜
日
、
朝
六
時
五

五
分
か
ら
五
分
間
、
フ
ジ
テ
レ
ビ

(
8

チ
ャ
ン
ネ
ル
)
で
放
映
中
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

〔
激
映
内
容
〕

五
月
三
日
・
き
わ
や
か
サ
イ
ク
リ
ン
グ

i
l
l大
洗
・
溜
沼
を
め
ぐ
る

サ
イ
ク
リ
ン
グ
へ
の
誘
い
|
|
初
夏
に

は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
が
ぴ
っ
た
り
の
ス
ポ

ー
ツ
。
大
洗
か
ら
湖
沼
を
め
ぐ
り
な
が

ら
、
そ
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
み
る
。

五
月
一

O
R
'
は
り
き
っ
て
ま
す
健
康

仲
間
1
1
1守
谷
町

五
月
一
七
日
・
ふ
る
さ
と
み
つ
け
た

i

八
郷
町

五
月
三
一
臼
・
初
夏
の
竜
神
峡
を
ゆ
く

1
1
1水
府
村
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の
集
団
検
診
を
進
ん
で
盛
時
ま
し
ょ
う

「
ガ
ン
」
に
よ
る
国
民
の
死
亡
者
は
依
然
増
加
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

昭
和
田
年
の
死
亡
者
の
第
1
伎
が
「
脳
疾
患
」
で
日
万
7
千
人
、
第
2
位
が

「
ガ
ン
」
で
日
一
力
人
、
第
3
位
は
「
心
疾
患
」
で
叩
万
7
千
人
で
あ
っ
た
が
、

昭
和
弘
年
は
「
ガ
ン
」
が
第
1
位
に
迫
り
死
亡
者
は
日
万
人
を
数
え
る
に
変
っ

て
お
り
憂
慮
す
べ
き
事
態
は
ま
す
ま
す
深
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
日
本
医
学
会
、
日
本
対
ガ
ン
協
会
な
ど
が
こ
の
予
防
対
策
を
推

進
し
、
ガ
ン
予
防
対
策
の
法
制
化
を
圏
に
要
請
し
「
か
ン
」
撲
滅
運
動
を
展
開

し
て
お
り
ま
す
が
、
現
状
の
予
防
対
策
と
し
て
住
民
集
菌
検
診
と
し
て
、
結
核

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
、
胃
集
団
検
診
、
子
宮
ガ
ン
集
団
検
診
な
ど
に
よ
る
早
期
発

見
が
最
も
良
い
予
防
対
策
と
さ
れ
重
要
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
町
民

の
皆
様
進
ん
で
胃
の
集
団
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

1

対

象

大
洗
町
に
住
所
を
有
す
る
お
オ
以
上
の
一
般
住
民
(
検
診
人
員
加
名
)

2

日
時
及
び
場
所

5
月

m
g
(金
)
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー
前
午
前
6
持
i
午
前
7
時

5
月

出

自

(

月

)

夏

海

農

協

倉

庫

前

月

5
月

初

日

(

土

)

大

賞

青

年

研

修

所

前

月

3

料

金

個
人
負
担
一
人
一
、

0
0
0円
(
検
診
料
は
一
人
当
り
一
一
、

0
0
0円
係

り
ま
す
が
、
町
が
一
人
当
り
一
、

0
0
0円
を
繍
助
い
た
し
ま
す
)

4

申
込
方
法
(
申
込
頼
)

5
月
日
日
(
水
)
ま
で
に
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

※
電
話
6
1
0
1
0
附
・

6
1
0
9
5
3
で
も
受
付
い
た
し
ま
す
。


